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AutoCAD LTは 2次元設計用で一方の AutoCADは高度な 3次元設計まで行え

る CADソフトとなります。 

AutoCADと AutoCAD LTでは多くの共通機能がありますが、唯一 AutoCAD LT

でサポートできない機能として『高度な 3次元設計、表示、ラスター機能』、『シ

ートマネージャ機能』、『Visual Basic または AutoLISP カスタマイズ機能』、

『AutoCAD向けに開発されたカスタマイズアプリケーション』があります。 

それ以外に関しては 100％の互換性があります。 

 

 

 

 

 

 
AutoCADおよび AutoCAD LTは『汎用 CAD』と呼ばれる部類であり、標準仕

様では業界ごとに特化した専用作図ツールをは持っていません。 

（建築系であれば、柱や壁を簡単に作成するための専用ツール） 

 
よって専用 CAD に触り慣れた方は『AutoCAD は何にもできない』といったイ

メージを持つ方もいますが、実はその逆となります。 

 
AutoCADはカスタマイズ性に非常に優れていますので、ユーザーがその場の環

境に適した機能を作成することで、通常では非常に手間のかかる作業も瞬時に終

えることができます。 

 

 
『自分が作業しやすいように環境を設定できる CADソフト』 

 

 
カスタマイズを行っていない標準の AutoCADおよび AutoCAD LTでも十分図

面作業を行えますが、より作業を効率よく行うにはマクロや Visual Basic、

AutoLISPなどの機能を使いカスタマイズを行います。 

 
そのためには、まず標準の AutoCADおよび AutoCAD LTがどこまでの設計能

力があるかをきちんと理解する必要があります。 

それらを理解した上で自分には何が必要か見極めカスタマイズを行います。 

 

AutoCAD と AutoCAD LT の違い 

カスタマイズの必需性 

～ 始めに ～ 
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AutoCAD LTの起動 
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AutoCAD LT を起動するには、デスクトップ上にあるショートカットアイコン

をダブルクリックするか､Windows の【スタート】-【プログラム（P）】から

AutoCAD LTのプログラムを指定し実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.1  画面構成 

ｼｮｰﾄｶｯﾄｱｲｺﾝをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸす

ると AutoCAD LT が起動し

ます。 

 

 

⑫コマンドウィンドウ 

⑪モデル・レイアウトタブ 

⑭作図領域 

④画層ツールバー 

⑤色コントロール 

⑥線種コントロール 

⑦線の太さコントロール 

⑧印刷スタイルコントロール 

⑩修正ツールバー 

⑨作成ツールバー 

②標準ツールバー ③文字スタイルツールバー

⑬ステータスバー 

①メニューバー 
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①メニューバー 

各コマンドがプルダウンメニュー形式で用意されています。 

 
②標準ツールバー 

標準的な操作を行うためのコマンドがアイコンとして用意されています。 

 
③文字スタイルツールバー 

現在の文字スタイルが表示、またはコントロールします。 

 
④画層ツールバー 

現在の画層設定を表示、またはコントロールします。 

 
⑤色コントロール 

現在の作図色を表示、またはコントロールします。 

 
⑥線種コントロール 

現在の作図線種を表示、またはコントロールします。 

 
⑦線の太さコントロール 

現在の線の太さを表示、またはコントロールします。 

 
⑧印刷スタイルコントロール 

現在の印刷スタイルを表示、またはコントロールします。 

 
⑨作成ツールバー 

オブジェクトを作成するコマンドがアイコンとして用意されています。 

 
⑩修正ツールバー 

オブジェクトを修正するコマンドがアイコンとして用意されています。 

 
⑪モデル・レイアウトタブ 

モデル空間とレイアウト空間を切り替えるためのタブが用意されています。 

 
⑫コマンドウィンドウ 

コマンドの進行状況、オプションコマンドなどが表示されます。 

 
⑬ステータスバー 

座標値と作図補助機能の状態が表示されます。 

 
⑭作図領域 

図面を作成したり編集するための領域です。 
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CADを使った図面作業にはマウスの使い方に十分慣れる必要があります。 
鉛筆と同じような感覚で図面を作成できるように、または鉛筆で図面を作成する

より便利になるように使い慣れましょう。 

 
メニューやツールバーにあるアイコンは左ボタンで選択します。また作図領域内

ではオブジェクトを作成したり選択、修正など実際の作業中に使用することが多

いボタンとなります。 

 
右ボタンをクリックするとショートカットメニューが表示されます。 

ショートカットメニューはユーザーが自由に表示項目を

カスタマイズできますので、頻繁に使用するようなコマン

ドはこちらに登録しておけば必要なコマンドを瞬時に選

択することができます。 

また現在の作業状況によって表示される項目が変化しま

す。 

 
また設定を切り替えることでショートカットメニューを

表示させずにキーボードの[Enter]キーと同じ機能（確定）

を割り当てることも可能です。 

 
ホイールボタンは前後に回転させることにより図面のズームが行え、ホイールボ

タンを押した状態（クロスヘアカーソルが手のマークに変わります）でマウスを

動かすことで画面移動、ダブルクリックすることでオブジェクト範囲ズーム（作

図されている図形全体を画面いっぱいに表示させる）を行うことができます。 

 

 

 

 

 
コマンドを実行するとコマンドラインにはコマンドの進行状況、または実行中の

コマンドに対してのオプションコマンド（詳細設定など）が表示されます。 

 
AutoCAD LT を正しく動作させるにはこちらに表示される内容をきちんと理解

し、正確に指示を与えなければいけません。 

 

 

 

 

 
また、一番下の表示が コマンド： と表示されていると AutoCAD LTでは何も
コマンドが実行されていない『待機の状態』となります。 

 
コマンドによっては連続して行えるものもあれば 1 回の作業でコマンドが終了

してしまうものもありますので、コマンドラインの表示をきちんと確認しておく

必要があります。

1.2  マウスの使い方 

 

1.3  コマンドラインの表示内容 

左ﾎﾞﾀﾝ 

右ﾎﾞﾀﾝ 

ﾎｲｰﾙ 

 

 

ｺﾏﾝﾄﾞ実行中に [ESC] ｷｰを

押すことで実行中のｺﾏﾝﾄﾞを

ｷｬﾝｾﾙし、[ｺﾏﾝﾄﾞ：]の状態に

することができます。 
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ステータスバーの左側には作業画面上のクロスヘアカーソルがある位置を座標

点表示します。 

 
中央部には作図補助機能の状態がボタン表示されており、ボタンが押してある状

態がその機能が働いているという意味となります。 

 

 

 
いくつかの作図補助機能の状態はファンクションキーでも切り替えが可能とな

っており、瞬時に設定を切り替えたい場合などにはキー操作で切り替えが可能と

なっています。 

 

割り当てキー 作図補助機能 

F3 OSNAPの切り替え 

F7 グリッドの切り替え 

F8 直交モードの切り替え 

F9 スナップの切り替え 

F10 極トラッキングの切り替え 

 

 

 

 

 
AutoCAD LTではさまざまなコマンドの実行方法があります。 

自分が操作しやすいものを選び作業を行います。 

 
＜プルダウンメニュー＞ 

画面上部にあるプルダウンメニューから実行したいコマンドを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アイコン表示されていないコマンドがプルダウンメニューに格納されている場

合があります。 

 

1.4  ステータスバー（作図補助機能の状態） 

1.5  コマンドの実行方法 

 

 

ﾒﾆｭｰからｺﾏﾝﾄﾞを選択する操

作はﾏｳｽを使って左ｸﾘｯｸで選

択します。 

またﾒﾆｭｰやｺﾏﾝﾄﾞの隣に表示

されている英字を[ALT]ｷｰを

押しながら入力すると項目

を選択することもできます。 
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またプルダウンメニューをカスタマイズすることで、自分用のオリジナルコマン

ドをまとめることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜ショートカットメニュー＞ 

マウスの右ボタンをクリックすると表示されるリストから実行したいコマンド

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
メニューファイルをカスタマイズすることで、右クリック時に表示させるコマン

ドを追加登録することもできます。 

 

 

 

 

 

作図領域内、作図領域外、現

在の作業状況によって表示

されるｼｮｰﾄｶｯﾄﾒﾆｭｰの項目が

変わります。 

 

標準ではないコマンドもマクロ

を利用してプルダウンメニュー

コマンドとして登録するするこ

とができます。 

[12.ｶｽﾀﾏｲｽﾞ]で右ｸﾘｯｸﾒﾆｭｰ

のｶｽﾀﾏｲｽﾞ方法をまとめてあ

ります。 

[12.ｶｽﾀﾏｲｽﾞ]でﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆｭｰ

のｶｽﾀﾏｲｽﾞ方法をまとめてあ

ります。 
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＜ショートカットキー＞ 

各コマンドをキーに割り当てることで、そのコマンドを瞬時に実行することがで

きます。 

 
あらかじめ登録されているものもありますが、ある程度 AutoCAD LTの操作に

慣れてきたら自分用にカスタマイズすることで、より作業効率が上がります。 

 

 
＜ショートカットコマンド＞ 

コマンドを短縮した文字列をキーから入力し実行します。 

（Lineであれば L、COpyであれば COでコマンドを実行できます。） 

 
例）コマンドラインの表示が『コマンド：』の状態の時に 

 
コマンド: L … ショートカットコマンドを入力し[Enter]キーで確定 

LINE 1 点目を指定: … コマンドが実行されます 

 

 
ショートカットコマンドは自分が操作しやすいようにカスタマイズすることも

できます。 

[14.付属資料]に標準で設定

されているｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰをまと

めてあります。 

[14.付属資料]に標準で設定

されているｼｮｰﾄｶｯﾄｺﾏﾝﾄﾞを

まとめてあります。 

[12.ｶｽﾀﾏｲｽﾞ]でｼｮｰﾄｶｯﾄｷｰの

ｶｽﾀﾏｲｽﾞ方法をまとめてあり

ます。 

[12.ｶｽﾀﾏｲｽﾞ]でｼｮｰﾄｶｯﾄｺﾏﾝ

ﾄﾞのｶｽﾀﾏｲｽﾞ方法をまとめて

あります。 
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Section.2 

正確な図面作業を行うために 
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グリッド機能を有効にすると画面上にドットを表示させることができます。 

併用してスナップ機能を有効にすることでドットに沿って図面作業を行うこと

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
角度の補正を行えるのが[直交モード]、[極トラッキング]機能となります。 
直交モードはカーソルの移動角度を水平・垂直に制限し、極トラッキングは設定

角度（作図補助設定で任意に設定可能）ごとに補正することができます。 

 
極トラッキングの設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
[角度の増分]でお好みの角度を設定します。 

[追加]ボタンより[角度の増分]のプルダウンメニューに無い任意の角度を設定

することも可能です。 

2.1  グリッド、スナップ機能 

2.2  直交モード、極トラッキング機能 

  

ドットに合わせて図面作業が行えるので

図面を容易に作成することができます。 

ｸﾞﾘｯﾄﾞ、ｽﾅｯﾌﾟの間隔は[作図

補助設定]で任意に設定する

ことができます。 

 

またｸﾞﾘｯﾄﾞは図面範囲設定

で指定した範囲にしか表示

されません。 
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既存のオブジェクトに対して作業を行う際に中点や交点など特定の位置を正確

に指定するための機能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ステータスバーにある OSNAPは『定常 OSNAP』と呼び、作業中に常に反応さ

せたい位置を指定しておくことができます。 

また定常 OSNAP で設定していなくても図面作業中に一時的な取得が可能とな

る『一時 OSNAP』（Shift or Ctrl+右クリックでリスト表示）があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3  OSNAP 機能 

 

[四半円点] 円、楕円、円弧

などの四半円点を取得 

 

[中心] 円、楕円、円弧など

の中心点を取得 

[端点] 端の点を取得 

[垂線] 任意の点から垂直に

交わる点を取得 

[仮想交点] 交わっていないふたつのオブジェクト

の延長線上の交点を取得 

 [点] 点オブジェクトを取得 

[挿入基点] 文字やブロック

の挿入基点を取得 

[近接点] オブジェクト上の

任意の点を取得 

[中点] 中点を取得 

[交点] オブジェクトが交わ

る点を取得 

[接線] ふたつの円オブジェクト

に接する点を取得 

 

指定した任意の 2 点間の中

点を取得する機能は一時

OSPANから選べます。 
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図形上にない点を指定するには[トラッキング]、[基点設定]、[2 点間の中点]、

[点フィルタ]を使用します。 

 
これらの基点指定方法に慣れることで“補助線”の作成に手間を省くことがなく

なりますので、必然的に図面作業がスピードアップします。 

 

 

 

 

 

 
AutoCAD LT の作図領域には目には見えませんが細かく座標点が割り当てられ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
正確な図面作業を行うために座標点の指定をきちんと理解する必要があります。 

そこで『絶対座標』、『相対座標』、『極座標』についての説明を行います。 

 

 
＜絶対座標＞ 

絶対座標は基準となる 0,0（原点）の位置から計測される座標値となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
座標の指定は『X座標,Y座標』という順番で入力します。 

例）図 1のような四角形を作成する。 

 
コマンド: _rectang … ① 

一方のコーナーを指定 または  

[面取り(C)/高度(E)/フィレット(F)/厚さ(T)/幅(W)]: 0,0 … ② 

もう一方のコーナーを指定 または [サイズ(D)]: 50,50 … ③ 

2.4  キーボードから数値、角度を指定する 

 

 

図 1 

絶対座標は常に原点を基準

とした作業を行います。 



AutoCAD LT 2005 Handbook  Section.2 正確な図面作業を行うために 

17 

①：長方形コマンドを実行。 

②：長方形を作成する際の基準点を指定するために 0,0の位置を指定。 

③：長方形の対角点を指定するために 50,50の位置を指定。 

 

 
＜相対座標＞ 

相対座標は最後に指定した座標から相対的に指定される座標となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
座標の指定は『任意の点から X座標,Y座標』という順番で入力します。 

例）図 2のような四角形を作成する。 

 
コマンド: _rectang … ① 

一方のコーナーを指定 または 

[面取り(C)/高度(E)/フィレット(F)/厚さ(T)/幅(W)]: … ② 

もう一方のコーナーを指定 または [サイズ(D)]: @50,50 … ③ 

 
①：長方形コマンドを実行。 

②：長方形を作成する際の基準点を任意の位置にマウスで指定。 

③：長方形の対角点を指定するために＠50,50の位置を指定。 

 
相対座標は＠を記入することで取得することができます。 

もしも＠の記入を忘れてしまうと… 

 
③：長方形の対角点を指定するために 50,50の位置を指定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＠を付けずに 50,50と入力してしまうと絶対座標点を取得してしまいます。 

 

図 2 
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＜極座標＞ 

極座標は指定した位置から距離と角度を指定することができます。 

 

 

 

 

 

 
座標の指定は『任意の点から距離,角度』という順番で入力します。 

例）図 3のような四角形を作成する。 

 
コマンド: _line … ① 

1 点目を指定:  … ② 

次の点を指定 または [元に戻す(U)]: @100<45 … ③ 

 
①：線分コマンドを実行。 

②：線分の始点を任意の位置にマウスで指定。 

③：線分の終点を指定するために＠100＜45の位置を指定。 

 
『相対座標』の項目でも説明しましたが、＠を付けずに 100＜45と入力してし

まうと絶対座標原点（0,0）から長さ 100、角度 45°の線分が作成されてしま

います。 

 
また角度だけを補正して長さは任意の点を指定したい場合には ＜45 だけを入

力すると角度だけ（45°）の補正が行えます。 

 

 

 

 

 
CAD を使った図面作業の中で比較的多く使用するのが画面操作に関するコマン

ドとなります。 

 
拡大・縮小・画面移動などが挙げられますが、これらの機能をきちんと使いこな

すことでより図面作業が捗ります。 

 

 

 

 
窓ズーム … 矩形の窓枠で指定した領域を表示 

ダイナミックズーム … 図面の作図部分をビューボックスで指定し表示 

倍率ズーム … 指定した倍率で表示 

中心点ズーム … 表示領域の中心点と倍率を指定し表示 

選択オブジェクトズーム … 選択したオブジェクトを画面いっぱいに表示 

拡大ズーム … オブジェクトの表示サイズを拡大 

縮小ズーム … オブジェクトの表示サイズを縮小 

図面全体ズーム … オブジェクト範囲およびグリッド範囲を表示 

オブジェクト範囲ズーム … オブジェクトが作成されている全体範囲を表示 

2.5  画面操作 

図 3 

角度の補正は【直交ﾓｰﾄﾞ】や

【極ﾄﾗｯｷﾝｸﾞ】でも行えます。 

 

角度の指定に“：”や“％”

を使用することはできませ

ん。もしもこのような指定を

するのであれば AutoCAD 

LT をｶｽﾀﾏｲｽﾞする必要があ

ります。 
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またその他にも画面操作に関する便利な機能がありますので合わせて紹介しま

す。 

 

 

 

 
リアルタイム画面移動 … 現在の作図領域内で画面を移動 

リアルタイムズーム … 現在の作図領域内で表示サイズを拡大・縮小 

ズーム前倍率 … 直前の表示画面を表示 

 

 
上空表示 … 上空表示ウィンドウを表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ビューポート（モデル空間） … 表示範囲を分割 

ビュー管理 … 10個まで表示画面を登録し、いつでも呼び出すことができる 

3Dビュー … 視点を変更 

 

 

 

 

 

 
用紙に対して斜めに図面を作成する際に、手書きで作業を行うときにはどういっ

た方法で作業しますか？ 

定規を斜めにしたり、紙を回転させて作業を行うと思います。（定規、紙を水平

に配置したまま作業するのは困難だと思います。） 

 
AutoCAD LTでも同様の作業を行うことができます。 

2.6  UCS-ワールド・オブジェクト機能 

 

 

上空表示ウィンドウ 
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このような斜めの図形が含まれる図面を作業する際に簡単に X軸、Y軸の角度を
斜めの図形と合わせることができます。 

 
【ツール】-【UCS】-【オブジェクト】を実行します。 

『UCS を位置合わせするオブジェクトを選択: 』という指示が表示されますの

で水平（X軸）に認識させたい図形を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図形を選択すると選択した図形の端部に座標原点が移動され、基準角度も回転さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図形を選択 

移動された座標原点 

傾いて表示されたクロス

ヘアカーソル 

選択する図形、位置によって

X軸、Y軸が反転する場合が

あります。 

そのような場合は再度ｺﾏﾝﾄﾞ

を実行しなおし、選択する図

形、位置（始点寄り、終点寄

り）を変えてみてください。 
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この状態で直交モードをオンにすると現在の傾きに合わせ水平・垂直角度が補正

されます。 

 
また、この状態で【表示】-【3D ビュー】-【プランビュー】-【現在の UCS】
を実行すると現在の傾きが画面に対して水平・垂直に見えるように画面表示角度

を変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この状態を元の表示画面角度に戻すには【表示】-【3Dビュー】-【プランビュ

ー】-【WCS】、座標原点および角度を元に戻すには【ツール】-【UCS】-【ワ
ールド】を実行します。 

 

 
UCSを回転させた状態で作業すると以下のようなことも簡単に行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この状態で印刷を行うこと

も可能です。 

 

UCS を自由に操作できるよ

うになると表現の幅が広が

り、斜めの図面でも簡単に作

業が行えます。 
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Section.3 

図面作業の開始、保存 
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既存の図面ファイルを開いて編集する場合は【開く】コマンドを実行し、図面を

保管しているフォルダから図面を選択し開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記のダイアログボックスが開かず、コマンドラインに『開く図面ファイル名を

入力 <.>:』と表示される場合はシステム変数 FILEDIAを実行し、新しい値を

1に設定変更することで正常に戻ります。 

 

 

 

 

 
新規図面を開始するには『ゼロからスタート』、『テンプレートを使用』、『ウィザ

ードを使用』という方法があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜ゼロからスタート＞ 

作図設定などがまったく行われていないまっさらな状態から作業を開始したい

場合に実行します。 

 

[既定値の設定]の項目に[フィート/インチ]､[メートル]とありますが作図単位

の設定となります。 

この設定により印刷・線種・ハッチングなどに影響がでますので気を付けてくだ

さい。 

3.2  新規図面を作成する 

 

【開く】ｺﾏﾝﾄﾞから開けるﾌｧ

ｲﾙ形式一覧 

 

*.dwg AutoCAD図面 

*.dws 標準仕様 

*.dxf 中間ファイル 

*.dwt 図面ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ 

3.1  既存の図面ファイルを開く 

 

 

他社製品の CAD ｿﾌﾄで作成

した図面 ﾌ ｧ ｲ ﾙを 変換し

AutoCAD LT で開くと作図

単位がﾌｨｰﾄ/ｲﾝﾁ単位となっ

て読み込まれます。 

 
新規図面を開始する際に状

況に合わせ三通りの開始方

法から適切なものを選びま

す。 
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＜テンプレートを使用＞ 

図面枠をあらかじめ配置しておいたり、画層や線種などの決まりきった作図設定

を行ってある状態から作業を開始したい場合に実行します。 

 
AutoCAD LT が標準で持っているテンプレートを使用しても構いませんが、通

常であればユーザー個々に現在の環境に合わせたテンプレートを作成します。 

 

 
＜ウィザードを使用＞ 

新規図面の作成時に[長さの単位]、[角度の単位]、[角度の基準]、[角度の方向]、

[領域]といった図面設定を行い開始したい場合に実行します。 

 

 

 

 

 

 
AutoCAD は汎用 CAD ということもあり、初期の状態では図面作業を開始する

前にさまざまな『作図設定』を行う必要があります。 

 
このようなことを考えると、最初の段階でやるべきこととして[ゼロからスター

ト]から新規図面を開始し、ユーザーの環境に合わせさまざまな作図設定を行い、

その状態を[テンプレート（*.dwt）]として保存しておきます。 

 
以降新規図面を開始する際には保存してあるテンプレートファイルから図面作

業を開始することで作図設定にかかる手間を随分軽減できるはずです。 

 

 

 

 

 

 
＜名前を付けて保存＞ 

編集した図面ファイルを別名称で保存する場合に実行します。 

 

 
＜上書き保存＞ 

編集した図面ファイルを同一名称で上書き保存する場合に実行します。 

 

 
＜閉じる＞ 

作業した図面を保存しないで閉じることができます。 

万が一ということも考え、『保存しますか？』という警告メッセージが表示され

ます。 

＜作図設定＞ 

図面枠の配置、画層、色、線

種などの設定、文字ｽﾀｲﾙや寸

法ｽﾀｲﾙの設定…。 

同じような設定を毎回行う

のではなくﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄとして保

存しておくことで図面作業

を開始するまでの手間を省

きます。 

3.3  テンプレートの必要性 

3.4  作成した図面を保存する 

ﾌｧｲﾙ名称には特殊な記号、外

字などは使用できません。 



【ホクト CAD TEL:0120-461-077 URL : http:/ / www.g-hokuto.jp】 

26 

＜AutoCAD LT保存ファイルのバージョン＞ 

AutoCAD LTのファイル形式にはバージョンがあります。 

最新の AutoCAD LT形式の図面ファイルは下位バージョンの AutoCAD LTでは

開くことができません。 

現在の環境から外部へ図面ファイルを渡さなくてはいけない場合にはファイル

バージョンに注意が必要となります。 

 
ファイル互換一覧表 

 

LT2005 LT2004 LT2002 LT2000i LT2000 LT98 

LT2004形式 ○ ○ × × × × 

2000/LT2000形式 ○ ○ ○ ○ ○ × 

R12/LT2 DXF ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 
保存する度にファイル形式を指定する必要があれば保存ダイアログの下部にあ

る[ファイルの種類]にてファイル形式の指定が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
常に同ファイルバージョンで保存する場合には【オプション】にて設定が行えま

す。ここで保存ファイル形式を指定しておくことにより上書き保存する図面ファ

イルは指定のファイル形式で保存することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

File Ver 

LT Ver 
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＜自動保存とバックファイル＞ 

AutoCAD LTには『自動保存（*.sv$）』、『バックファイル（*.bak）』機能があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自動保存は何らかの影響で AutoCAD LTが強制終了してしまった場合のことを

考え保険として働かせる機能で、指定した時間で一定間隔ごとに作業中の図面フ

ァイルを保存します。 

自動保存されたファイルは拡張子が『*.sv$』という形式で保存されます。 

ファイルの名前変更を実行し、拡張子部分を.sv$から.dwg に変更することで

AutoCAD LTの図面ファイルとして使用することができるようになります。 

（[ファイル]タブの『自動保存ファイルの場所』で保管場所の指定が可能） 

 

 
バックファイルは図面ファイルを上書き保存した際に直前の状態を残しておく

意味で作成されるファイルとなります。 

図面ファイルを上書き保存する度にバックファイルも更新されていきます。 

（図面ファイルと同一フォルダに作成されます。） 

 

 

 

 

【ﾂｰﾙ】－【ｵﾌﾟｼｮﾝ】、[開く/

保存]ﾀﾌﾞ 

ﾌｧｲﾙ拡張子が確認できない

場合、ﾌｫﾙﾀﾞの設定を変更す

る必要があります。 

ﾌｫﾙﾀﾞにある[ﾂｰﾙ]-[ﾌｫﾙﾀﾞｵ

ﾌﾟｼｮﾝ]にて『登録されている

拡張子は表示しない』のﾁｪｯ

ｸを外します。 
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Section.4 

AutoCAD LTの図面作成概念 
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AutoCAD LTでは図面作業を【モデル】と呼ばれる作業空間で行います。 
このモデル空間には作図範囲に制限がなく、用紙設定などもありませんので、自

由に設計を行うことができます。 

 
図面尺度という概念もモデル空間にはありませんので図面はすべて実物大の大

きさで作成していきます。 

 
＜モデル空間の作業イメージ＞ 

人物とアリの関係 é 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ただし AutoCAD LTを起動し最初に表示される画面に設定されている作図領域

は A3用紙サイズ（420×297）の範囲が見えている状態ですので、これから作

成する図面の大きさによって作図範囲のおおまかな指定を行う必要があります。 

 
例）上図のような人物イラストを作成するには 

身長が 170cm であれば CAD 上では一般的には mm 単位で作業しますので

1700mmの大きさで図を作成します。 

A3用紙サイズは420×297というサイズですので1700mmの長さの線を作成

すると、当然画面から大きく線がはみ出してしまいます。 

そこであらかじめ 2000×2000サイズの長方形を作成し【オブジェクト範囲ズ

ーム】でオブジェクト全体を画面に表示させます。 

その長方形を作図領域として考えれば作業がやりやすくなります。 

4.1  無限に広がる作業空間/図面縮尺の概念 

 

 



AutoCAD LT 2005 Handbook  Section.4 AutoCAD LTの図面作成概念 

31 

作成した図面は印刷を行う際に用紙サイズ、印刷尺度の指定を行うことできちん

としたサイズで出力することができます。 

（ですので作図領域の考えはアバウトで構いません） 

 
このように実物大で作成した図面を印刷時に尺度指定をして印刷することにな

るのですが、【印刷】コマンドで印刷時に与える印刷尺度の指定は、図面全体に

対して同一の尺度で印刷することになってしまいます。 

下図のように、同一図面内に異なる尺度の図面を表現する場合には【レイアウト】

機能を使うのが一般的となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
モデル空間に実物大で作成した図を用紙に対してレイアウトできるのが【レイア

ウト】と呼ばれる作業空間となります。 

 
[モデル空間で図面作業]→[レイアウト空間で出力レイアウトを作成]→[印刷]

という流れが作図から印刷までの一般的な工程となります。 

 

 
モデル空間とレイアウト空間の切り替えは画面左下にあるタブを使います。 

タブが反転表示されているものが現在対象となっている作業空間となります。 

 

 

 

 

 

 
レイアウトタブはひとつの図面ファイルに複数セットすることができ、名称も判

りやすいように変更（タブ上で右クリック[名前変更]）することも可能です。 

またタブを複数選択し【印刷】を行うことで複数枚の図面を連続出力することも

できます。 

 

1：10 

10：1 

ﾓﾃﾞﾙ空間で図面作業を行い、

ﾚｲｱｳﾄ空間で出力ﾚｲｱｳﾄを作

成する。 

ﾚｲｱｳﾄ機能の詳細説明は[11.

図面を印刷する]の項目で説

明します。 
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前項目で説明したように AutoCAD LTでは図面を実寸で作成することになりま
す。そこで考えなくてはいけないことが『寸法線の大きさ』、『線種の表現ピッチ

の大きさ』、『文字サイズ』などが挙げられます。 

 
たとえば 1700mmの人物イラストを作成し、そのイラストに寸法や文字を記入

しようとします。 

 
寸法値の文字サイズ 3mm 

文字のサイズ 5mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
寸法値や寸法矢印、文字などが小さすぎて確認しづらくなってしまいます。 

 
なぜこのような結果になってしまうかというと『1700mmの大きさの図に対し

て記入する寸法、文字のサイズが適切でない』ということがいえます。 

 

 
たとえば、このイラストは A3用紙に 1：10の倍率で印刷しようと考えます。 

そのような場合、寸法値や文字の設定はスケール倍するのが適切となります。 

 

4.2  図面サイズによって変化する寸法、線種、文字の設定 

 

文字が記入してあります。 

寸法線を記入して

ありますが、寸法値

や寸法矢印が見え

ません。 
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寸法値の文字サイズ 30mm（3×10＝30） 

文字のサイズ 50mm（5×10＝50） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
また線種の表現に関しても同様の考え方が必要となります。 

 
例）DASHED（破線）の表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
100mm の線分を作成し破線の表現をすると上図のようにきちんと破線が表現

されています。 

この線が 10000mmになったとすると 

 

 

 

 

 

 
このように破線の表現が見えなくなってしまいます。この状態ですと当然印刷時

にも同様（実線に見えてしまう）に出力されてしまいます。 

 

 

 




